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目 的目 的目 的目 的

　 平 成 1 3 年 度 （ 2 0 0 1 年 ） ま で に 全 て の 学 校 を イ ン タ ー ネ ッ ト
に 接 続 す る 計 画 が 進 め ら れ て い ま す が 、 今 後 「 教 育 の 情 報 化
推 進 事 業 」 の 成 果 が 広 く 普 及 さ れ て い く と 共 に 、 学 校 内 Ｌ Ａ
Ｎ の 整 備 等 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 環 境 も 一 層 充 実 さ れ て く る も
の と 考 え ら れ ま す 。
　 ま た 、 現 状 で は 通 信 費 用 の 問 題 等 に よ り 学 校 で の 利 用 が 困
難 な 高 速 ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て も 、 将 来 的 に は 広 く 学 校 に 普
及 で き る も の と 考 え ら れ ま す 。
　 そ こ で 今 後 の 普 及 に 先 駆 け 、 1 . 5 M ～ 6 M b p s の 高 速 ネ ッ ト ワ
ー ク を 活 用 し た 教 育 シ ス テ ム の 可 能 性 や 課 題 を 明 ら か に す る
た め に 、 開 発 ・ 実 地 検 証 を 行 う も の で す 。
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開発するシステムおよび実地検証の概要は以下のとおりです。

デジタル学習システムデジタル学習システムデジタル学習システムデジタル学習システム

　本システムは動画を利用したシナリオ学習、調べ学習を支援する電子図鑑、

また両者を連携させた複合学習の各機能を提供します。

　また、これらシステムと連携しネットワーク上で効率よく動画を配信するた

めの転送制御機能を提供します。

　特徴　・生徒の学習進捗状況に応じて、教材内容や順番を調節することによ

　　　　　り、効果的なシナリオ学習が行えます。

・ 双方向型の電子図鑑であることから、利用者側からコンテンツを追

加することができます。

　　　　・知的財産権を保護するために電子透かし機能を利用します。

デジタル映像活用授業システムデジタル映像活用授業システムデジタル映像活用授業システムデジタル映像活用授業システム

　本システムは画像データベースの中から授業で利用する動画素材を選択する

ための検索機能を提供します。

　また、その表示順序を指定し、各々のシーンに連動する文字や静止画の関連

情報を入力することで、動画を中心としたデジタル動画教材を容易に制作する

教材編集機能を提供します。

　特徴　・画像の形状認識や動画のカメラワークによる指定のほか、入力した

　　　　　キーワードおよびその類似語による指定など、多様な検索方法を利

用

　　　　　することができます。

　　　　

実地検証実地検証実地検証実地検証

　「小学校理科」、「中学校英語」のほか、平成 14 年度から施行される新学習

指導要領による総合的な学習に向けた「環境（水）」や「国際理解（英語）」の

教材等を作成し、学校インターネット環境の中で実験授業を行います。

　これによりシステムの使い易さ、児童・生徒の学習に対する意欲、理解度な

どを様々な観点から検証して、機能、性能、コンテンツの教育的効果および運

用方法を評価します。


